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EPDMの過酸化物加硫における老化防止剤の影響 (5)

前回 (NOC技術ノート No,148)に記述したように

EPDMの過酸化物加硫において， スコーチ性の抑制に

ついては老化防止剤やノクセラー TRAなどの加硫促進

剤を添加することにより，また加硫が遅い点については

アクリレート類，シアヌレート類など従来から用いられ

ている架橋助剤の添加によりある程度解決されます，特

にノクセラー TRAの効果は顕著であります．

今回は前回に引続いて，同一配合において，加硫物の

耐熱性，引裂き抵抗，反発弾性および圧縮永久歪性につ

いて検討しました．

その結果，耐熱性に有効な添加剤としては以前にも述

べた老化防止剤があげられ，特に有効なのはノクラック

NBCである．架橋助剤としては硫黄，ノクセラー TRA,

i22, バルノック DGMがあげられるが，老化防止剤添

加の場合には及ばないその他アクリレート類などはほ

とんど添加効果は見られないなお硫黄加硫物の方が過

酸化物加硫物より耐熱老化性が良い結果が得られたの

は，単純な配合にしたからであって，実用的な配合で

は，逆の結果が得られるようである．引裂き強さに関し

ては，従来から知られている硫黄の他にノクセラーTRA

が効果があり，老化防止剤もある程度向上させる．反発

弾性や圧縮永久歪については，アクリレート，シアヌレ

ート，マレイミド，亜鉛華などに効果が見られ，硫黄化

合物特に圧縮永久歪が良くない，特にノクセラー TRA

の圧縮永久歪は硫黄加硫物のそれより大きい．

どの添加剤も一長一短があり，添加剤およびその添加

量はこれらの結果を参考にし，用途に応じて，配合を決

められることをお薦めする．
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表2 引裂き，反発弾性および圧縮永久歪試験

引裂き強反発弾性圧縮永久
さ 歪 100℃
[kg/cm] 率 X70時間
B型

[%] [%] 

試 料

硫黄加硫 50. 2 69 44. 0 

2 プランク 40. 8 71 13.4 
3 TD 45.1 68 16.2 
4 NBC 52.9 66 14.9 
5 #224 39. 9 70 13. 4 
6 810-NA 53. 4 68 22. 6 
7 B 45. 6 68 18. 9 
8 #200 47. 7 69 15. 1 
10 過 S 61.8 70 11.5 
11 ZnO 33. 9 70 6. 9 
12 DGM 41. 3 71 16. 6 
13 酸 TRA 54. 1 68 95. 2 
15 #22 45. 5 70 12. 9 
16 化 TAIC 31. 9 72 4. 9 
17 MPBM 22. 9 73 5. 5 

18 
物
IG 45. 7 72 5. 6 

20 TMPTM 41. 8 71 6. 0 
21 TMPT 35. 2 72 5. 6 
25 加 NBC+IG 44. 8 71 9. 2 
26 11 +TAIC 30. 6 70 5. 7 

27硫"+s 57. 7 68 21. 5 
28 11 +DGM 48. 6 69 21. 7 
29 11 +TRA 55, 4 68 93. 7 
30 11 +TRA+IG 54. 3 68 87. 0 
31 " +s+rn 54. 4 67 34. o 
33 B+IG 45. 5 71 8. 8 
40 TRA(l/200モル） 54.7 69 77.2 
41 TRA(l/400モル） 51.2 71 31.0 

＊試料No.および記号は前回 (NOC技術ノートNo.

148)参照
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